
まちづくりに生かすべきまちの強み

これから対応すべき課題
都市基盤分野

◆ 適正な土地利用の推進
◆ 公共交通の利便性向上
◆ 道路の整備
◆ 空き家対策の推進

産業分野

◆ 駒寄スマートIC周辺への企業の誘致
◆ 商業地の計画的な誘導と観光商業の振興
◆ 農業の活性化と農地の保全

福祉分野

◆ 地域共生社会の実現
◆ 子育て支援の充実

教育分野

◆ 将来の社会の変化を見据えた教育

行財政分野

◆ 計画的な行財政運営 ◆ 公共施設等の効果的・効率的な管理運営

アンケート

恵まれた立地条件を有するまち

道路ネットワークの形成が進み、
広域的なアクセスが良いまち

商業施設などの買い物の場が充実した、
日常生活の利便性の高いまち

街灯の少なさ
高齢者の交通手段の不足
横のつながりや集まりの不足
公園の整備
ごみの出し方のマナーの悪さ
名物や特産品
通学路の整備

ボランティア・地域活動関連の活動の人材確保の困難
避難所に対する不安
働く場所の不足
治安面の不安

 県下で人口増加率が最  も高く、
着実に人口増加を続ける  若いまち

身近な自然にふれることの  できるまち

特色ある観光・交流資源  のあるまち

73.7％が吉岡町に
愛着を感じていると回答！

83.2％が吉岡町に
住み続けたいと回答！

これから踏  まえるべき新たな視点 
2040年の姿 誰一人取り残さない持続可能な開発目標

デジ   タル社会への加速化 あらゆる危機への備え 

世の中の動き
第４次産業革命 SDGｓ

労働力不足 人口減少 

安全・安心 

行 財 政

地域住民の交流
あいさつをしてくれる人の多さ
道路交通の利便性
野菜・果物関連
若年層人口の増加
活発なスポーツ活動

利根川サイクリングロード
城山みはらし公園
ＩＣＴ教育
環境の静けさ
文化財が多い
買物の利便性

アンケート、ワークショップ、世の中の動き、これから踏まえるべき新たな視点、町の状況分析から吉岡町
を取り巻く情勢を以下のようにまとめます。

ワークショップから

ワークショップから

吉岡町を
取り巻く情勢６

24 25

序

論

基
本
構
想

基
本
計
画

紡
ぐ
１

紡
ぐ
２

紡
ぐ
３

紡
ぐ
４

紡
ぐ
５

紡
ぐ
6

資　

料


